
第7回総会、会長報告
2017年2月18日 名古屋農業センター、中部日本みつばちの会











英国ロンドンの養蜂家 Ms. Hanna Reeves
嬢、会員の日本蜜蜂の養蜂視察
 3月9日、藤原誠太氏（日本在来種みつばちの会 会長）より、英国の養蜂家の
希望に、対応を願いたいとの要請を受けました。メールでの交信にて、名古屋
市内にて、「中部日本みつばちの会」の日本蜜蜂養蜂現場を、英語で案内して
欲しい。特に、絶滅が危惧される原種日本蜜蜂 Apis cerana の養蜂見学と蜂
蜜の味を試食したいとの要請でした。

 4月8日（金）9:00名古屋駅、ハンナさんを迎え、長尾充博、望月建彦、酒井喜
久夫、加藤利昭、住田智也の養蜂現場を車で、案内しました。盛岡・東京・京
都・名古屋の順序で、最も印象に残る訪問と感謝の言葉を受けました。17:00
名古屋駅より、10日早朝、成田発ロンドン帰国の短い桜の季節来日でした。











新人採蜜会にて、金陵辺蘭の株分け法を
習う（愛蘭会 中西氏）
 ㋅3日新人採蜜会にて、古い金陵辺蘭の鉢より、株を3分割して、新たな蜂へ移
植する実際を、新会員、中西氏が、指導されました。















豊田市矢作川研究所の古鼡水辺愛護会の
養蜂希望への対応
 ㋅25日古鼡水辺愛護会の会員へ、当会から日本蜜蜂養蜂の実際について説明の
希望を受けて、対応しました。巣箱の設置へ進みました。

 10月28日秋蜜の採蜜会での開催協力要請に対応する。会場の扶桑町区民会館駐
車場まで、平井こども園園児51名は、徒歩で並んで来ました。園児達は、目を
輝かして、真剣に、蚊帳の中の蜜蜂と巣箱から切り出される巣蜜の光景を見つ
めていました。

 取り出された巣蜜を切り分けて、紙カップの巣蜜を全員に配り、望月氏の説明
を受けて、口に入れた園児達が、甘い蜂蜜に、美味しいと素直な感激の上げま
した。この姿に、大成功の確信を得ました。

 幼い脳裏に記憶された体験は、生涯の思い出となりましょう。









ロンドンより、ハンナさんから贈物

 12月6日英国から宅急便にて、クリスマスの贈物を受取る。
 英国の養蜂家専門雑誌 Bee Farmerの8月号に、4月の日本養蜂を訪問した記事
が掲載されていました。翻訳を、御世話になった皆様へ、届けました。

 巣蜜、ミード（蜂蜜酒）、蜜蝋の蝋燭、サンプル蜂蜜7個、ロンドンハニーカ
ンパニー創業者STEVE BENBOW 著「都市養蜂」、女王蜂の人工繁殖の専門書

 クリスマスの食卓に、蝋燭を使いました。
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